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環
境
省
は
七
月
三
日
、
東

総
会
に
は
会
員
四
十
九
団

体
が
出
席
、
上
田
忠
幸
事
務

京
・
千
代
田
区
の
日
経
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で
第
二

回
「
大
規
模
災
害
発
生
時
に

お
け
る
災
害
廃
棄
物
対
策
検

討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
酒

井
伸
一
京
都
大
学
環
境
安
全

保
健
機
構
附
属
環
境
科
学
セ

局
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。
松
田
英
行
総
務
担
当
副

ン
タ
ー
長
）
を
開
き
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
災

害
廃
棄
物
対
策
行
動
指
針
の

素
案
を
ま
と
め
た
。
発
災
後

の
処
理
指
針
に
盛
り
込
む
取

り
組
み
と
し
て
市
町
村
に
よ

る
仮
設
ト
イ
レ
や
マ
ン
ホ
ー

会
長
の
開
会
の
辞
、
大
澤
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
議

ル
型
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
を

明
記
し
た
。

当
日
は
鎌
形
浩
史
同
省
廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部

長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
災
害
廃
棄
物
対
策
の
一
日

も
早
い
体
制
づ
く
り
が
必
要

長
に
開
催
地
代
表
の
黒
澤
敏

男
栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
会
長
、
副
議
長
に

和
田
均
同
連
合
会
副
会
長
を

選
出
。
岩
野
隆
一
総
務
部
長

だ
。
本
日
は
そ
の
柱
と
な
る

素
案
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
専
門
的
か
つ
広
範
な
見

ら
が
平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
案
な
ど
を
説
明
し
、
原

案
ど
お
り
承
認
可
決
す
る
と

と
も
に
、
満
場
一
致
で
大
澤

会
長
を
再
選
し
た
。

全
国
大
会
で
は
大
澤
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
若
者

が
将
来
設
計
を
し
っ
か
り
と

持
て
る
魅
力
あ
る
職
場
づ
く

り
を
推
進
す
る
。
ま
た
水
道

使
用
者
が
安
心
し
て
工
事
を

依
頼
で
き
る
よ
う
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
登
録
更
新

制
度
の
創
設
を
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
く
。
水
道
と
い

う
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

守
る
全
国
組
織
と
し
て
地
域

社
会
に
お
け
る
存
在
意
義
を

高
め
た
い
」
と
力
強
く
決
意

を
表
明
し
た
。

功
労
者
表
彰
で
は
叙
勲
し

た
佐
藤
章
氏
（
東
京
都
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
）
ら

の
顕
彰
や
全
国
設
備
工
業
教

育
研
究
会(

大
菅
順
市
会
長)

へ
の
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ

た
。
続
い
て
来
賓
の
仲
嶋
幹

雄
国
土
交
通
省
建
設
市
場
整

備
課
企
画
専
門
官
、
宮
崎
正

信
厚
生
労
働
省
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
、
川
崎

議
連
会
長
、
尾
崎
勝
日
本
水

地
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
お
願
い
す
る
」
と
活
発
な

論
議
を
促
し
た
。

素
案
は
①
総
則
②
関
係
者

の
役
割
・
責
務
③
地
域
ブ
ロ

ッ
ク
で
の
行
動
計
画
の
策
定

と
連
携
の
あ
り
方
④
大
規
模

災
害
時
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
発
災
後
処
理
指
針
の

策
定
―
―
の
四
編
で
構
成
。

こ
の
う
ち
発
災
後
の
処
理
指

針
に
盛
り
込
む
取
り
組
み
で

は
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

道
協
会
理
事
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
浜
田
康
敬
給
水
工
事
技

術
振
興
財
団
理
事
長
、
江
郷

道
生
同
専
務
理
事
、
仁
井
正

夫
日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
専
務
理
事
、
橋
本
政
昭
全

国
管
工
機
材
商
業
連
合
会
副

会
長
ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
①
実
効
的
な
災

害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で

大
規
模
災
害
に
備
え
よ
う
②

改
正
品
確
法
で
次
世
代
の
担

い
手
を
育
成
・
確
保
し
よ
う

③
水
道
の
安
心
・
安
全
の
実

現
に
向
け
て
指
定
店
制
度
の

改
善
を
め
ざ
そ
う
―
―
の
三

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
満
場
の

拍
手
で
採
択
。
ま
た
中
島
誠

照
青
年
部
協
議
会
会
長
が
活

発
な
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

懇
親
会
で
は
船
田
元
衆
院

議
員
、
簗
和
生
衆
院
議
員
、

高
橋
克
法
参
院
議
員
、
鈴
木

誠
一
栃
木
県
副
知
事
ら
が
駆

け
つ
け
て
激
励
し
、
浜
田
給

水
工
事
技
術
振
興
財
団
理
事

長
の
音
頭
で
一
斉
に
乾
杯
。

瀟
洒
な
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
楽
し

み
つ
つ
歓
談
し
、
次
回
開
催

地
の
大
阪
府
水
道
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
（
藤
岡
昭
雄

会
長
）
が
多
数
の
参
加
を
呼

び
か
け
た
。

な
く
な
る
こ
と
を
想
定
し
、

市
町
村
は
被
災
者
の
生
活
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
仮
設

ト
イ
レ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
型
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
災
害
用
携
帯
型
簡
易
ト

イ
レ
、
脱
臭
剤
、
消
臭
剤
な

ど
を
調
達
す
る
。
ま
た
仮
設

ト
イ
レ
の
し
尿
の
収
集
・
運

搬
方
法
、
処
理
先
、
ル
ー
ト

を
決
定
し
、
必
要
な
台
数
の

車
両
・
オ
ペ
レ
ー
タ
を
確
保

す
る
。
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������������川崎議連会長

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
は
七
月
八
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日
本
宇

都
宮
で
第
五
十
五
回
通
常
総
会
を
開
き
、
新
年
度
事
業
計
画
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
大
澤
会
長
を
再
選
し
た
。
全
国
大
会
で
は
災
害
対
応
、
次
世
代
の
担
い
手
確
保
、
指
定
店
制
度
の
改
善
を
推

進
す
る
三
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
議
。
川
崎
二
郎
水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟
会
長
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
約
七
百

名
が
一
堂
に
集
い
、
若
者
に
魅
力
あ
る
業
界
へ
一
致
団
結
し
て
邁
進
す
る
決
意
を
打
ち
固
め
た
。
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業界関係者ら多数傍聴

鎌形部長

大澤会長

福田知事 黒澤県連会長
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ホテル東日本宇都宮で盛大に

浜田理事長の音頭で力強く乾杯


